
■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
の
2
月

末
時
点
に
お
け
る
寄
付
の
状
況
は
、
件

数
で
５
，
４
９
６
件
、
金
額
で
は
５
，

８
５
７
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
載
サ
イ
ト

の
追
加
や
返
礼
品
の
拡
充
な
ど
に
努
め
る

と
と
も
に
、
令
和
２
年
度
に
寄
付
い
た
だ

い
た
方
に
御
礼
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付

す
る
な
ど
、
本
町
の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
前
年
度
実
績
額
の
約

54
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
状

況
の
変
化
を
注
視
し
な
が
ら
、
返
礼
品
の

掘
り
起
こ
し
や
寄
付
金
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
努
め
、
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

■
二
反
田
団
地
Ｂ
棟
建
築
工
事

　

二
反
田
団
地
Ｂ
棟
建
築
工
事
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
基
礎
杭
の
設
置
及
び
1
階
下

の
基
礎
工
事
が
完
了
し
、
2
月
末
現
在
の

進
捗
率
は
11
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年

12
月
の
完
成
に
向
け
て
順
調
に
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。

■
町
保
有
遊
休
地
の
活
用

　

住
み
よ
い
定
住
区
づ
く
り
や
民
間
の
開

発
行
為
を
推
進
す
る
う
え
で
、
土
地
の
有

効
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
町
が
保
有
す
る
遊
休
地
に
つ
い

て
、
競
争
入
札
に
よ
る
公
有
地
販
売
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
湯
の
浦
総
合
キ
ャ
ン
プ
場

　
湯
の
浦
総
合
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
自
然
体

験
や
登
山
、
宿
泊
等
が
出
来
る
貴
重
な
地

域
資
源
で
あ
り
、
弥
山
岳
や
ゆ
の
う
ら
体

験
の
杜
な
ど
と
一
体
的
な
利
活
用
を
図
る

た
め
に
、
管
理
運
営
体
制
を
整
備
い
た
し

ま
す
。

■
県
道
豆
田
稲
築
線
（
九
郎
丸
工
区
）

　

県
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
県
道
豆
田

稲
築
線
（
九
郎
丸
工
区
）
に
つ
い
て
は
、

計
画
道
路
に
要
す
る
用
地
測
量
や
建
物
調

査
に
着
手
し
、
令
和
4
年
度
か
ら
は
用
地

買
収
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

▲ 一般競争入札により売り払いを実施する町有地。
　 詳細については、広報けいせん 3 月号を参照ください。

▲県道豆田稲築線（九郎丸工区）の一部

令和 4 年 . 広報けいせん 4 月 6 頁


